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1. 包括的支援体制とは
2. どんな状態が「うまくいってる」状態？
3. どんな状態が「避けるべき」状態？
4. 地域の実践に求められることとは
→リーダーシップ、物語、戦略

お話しする内容



A① ②

③

住民に身近な圏域

市町村域等の広域

A ⽣活課題を抱えた地域住⺠

①
地域住⺠等が主体的に地域課題を把握し解決を試
みることができる環境。
構成メンバー：地域住⺠、ボランティア、地区社協、
NPO等。

②

地域⽣活課題に関する相談を包括的に受け⽌める
体制。
構成メンバー：ボランティア、地区社協、市区町村社
協、地域包括⽀援センター、障害者の相談⽀援事業所、
地域⼦育て⽀援拠点、社会福祉法⼈、NPO法⼈等。

③
多機関の協働による包括的な⽀援体制。
構成メンバー：⽣活困窮者⾃⽴⽀援や保健・医療・福
祉に限らず、教育や司法、住宅、多⽂化共⽣等に関わ
る幅広い専⾨機関。

出典：室田信一『生活困窮者自立支援』中央法規

包括的な支援体制の構築
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• 包括的な相談支援体制
• 参加支援の仕組み

• 従来から存続する地縁関係
• 顔見知り、お互い様の関係
• 地域の活動などに参加・協力する関係
• 問題意識を共有する関係
• 住民/当事者の中に培われるリーダーシップ

• プラットフォーム
• 協議体
• ネットワーク

A

B

C

出典：室田（2019）厚労省検討会資料を一部修正

住民活動
の構造
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B

C
地域の中で住民が顔を合わせる機会がある
→地域の中で住民が他の住民のSOSに気づく
→地域の中で対応策がとられる
→地域の中に対応のノウハウが蓄積される

→対応困難な場合は専門家に相談する
→専門家のバックアップがあるので
住民は安心して地域のSOSに対応できる

地域の中で蓄積されたノウハウが共有される
地域の中で対応できない課題の情報が集まる
地域の資源に関する情報が集まる

地域住民では対応が困難な相談に専門家が対応
する
専門家と地域関係者が協力して新たな対応策を
開発する

うまく
いってる
状態



A

B

C
地域の中で住民が顔を合わせる機会がない
→住民がSOSを発していても他の地域住民は
気づかない
→仮に気づいたとしても一人では対応
できないので見て見ぬ振りをする

→人によっては相談機関に個別に相談する

関係機関に声をかけて定期的に集まるが
住民からの生きた情報が届かない

包括的な相談窓口はあるが相談が上がってくるこ
とがあまりない
どのようにアウトリーチすれば良いかわからない
相談を受けても制度外のつなぐ先がないのでケー
スを放置してしまう

避ける
べき
状態



そもそも、みなさん自身は、
地域とつながることを求めていますか？



人々のパワーで変化を起こす

15Community Organizing Japan

んが既にどのようにするかを知っているもので
す。物語を語らない人はいますか？誰とも関係を
構築したことが無い人はいますか？やろうと思っ
ていたことを邪魔する障害を乗り越えるために戦
略を立てたことが無い人はいますか？私たちはど
のようにするかを知っていますが、それは「暗黙
知」であり「形式知（訳注：伝えられる知識）」
ではないのです。私たちはそれらをしていますが、
私たちはそれをどう正確にするのか考えたことが
ないのです。これから私たちが共に学んでいくの
はこの「暗黙」を明確にしていくことです。それ
によって、技術、スキルを磨き、これらのスキル
を使う目的を作っていくことができるのです。

　

オーガナイジングを学ぶ

　オーガナイジングとは実践であり、「する方法」
です。自転車に乗ることを学ぶようなものです。
自転車に乗ることについて書かれた本を何冊読も
うと、実際に自転車に乗る段階ではほとんど役に
たちません。誰しもがはじめて自転車に乗るとき
起こることは、転ぶことです。そこで「心」の出
番になります。あきらめて家に帰るか。あるいは、
また転ぶことがわかっていても勇気をだして自転
車に乗るか。それがバランスをとることを学ぶ唯
一の方法だからです。
　これから私たちが「学ぶ」多くの実践は、皆さ

ドット・リーダーシップ バラバラのリーダーシップ スノーフレーク・
リーダーシップ

出典：M. Ganz (http://communityorganizing.jp/)

リーダーシップの3つの形態



パブリック・ナラティブとは
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トーリー・オブ・ナウ）を語ることを学んで行き
ます。そして人のストーリーを聞く練習、良いス
トーリーを語る方法を人々に教える（コーチする）
ことも学びます。

どのようにパブリック・
ナラティブは機能するのか？

なぜパブリック・ナラティブを
使うのか？

　共有価値のもとに人々を突き動かし、効果的に
アクションを起こしてもらうために、リーダー
シップを担う人は「頭」と「心」、両方を使う必
要があります。そうすることによって、なぜ世界
を変えねばならないのか（動機）、世界を変える
ためにどのように行動するのか（戦略）を理解す
ることに人々の関心をひきつけるのです。
　パブリック・ナラティブとは「なぜ」の物語な
のです。それはストーリーを通して、価値観を行
動へと転換させる技術なのです。

価値観が感情を介して伝わると
人は行動したくなる

　感情を介して、私たちは自分自身、他の人々、
そして世界の何に対して価値をおいているかとい

うことを知ります。他者へ私
達の動機を表現することが出
来るのは感情を通してなので
す。ストーリーは私たちの感
情を引き出し、私たちの行動
のなかにある価値観を表現す
ることで、何が大事なのかを
ただ単に考えたり、他の人た
ちに話したりするよりもずっ
と、何が大事なのかを私たち
に感じさせてくれるのです。
なぜならストーリーは私たち
の価値観を、抽象的な原理原則ではなく、生きた
経験として表現させてくれるからです。経験に基
づく価値観は、人々をつき動かすパワーを持って
いるのです。

行動を阻害する感情もあれば、
行動を促進する感情もある

　Emotion ／感情という言葉は、movement ／
活動と同じ種類の言葉で、ラテン語では同じルー
ツを持ちます。意図を持った行動は、惰性・無関
心・恐怖心・孤立感・自信喪失によって阻害され
ます。一方、アクションは切迫感・怒り・希望・
連帯感・変化を起こせる、という感情によって促
進されます。ストーリーを用い感情を総動員する
ことで、意図を持った行動がそれを阻害する感情
に打ち勝つことを可能にするのです。

出典：M. Ganz (http://communityorganizing.jp/)



出典：M. Ganz (http://communityorganizing.jp/)

価値観を
行動の源泉に



教訓
出典：M. Ganz (http://communityorganizing.jp/)

物語の構造



みなさんは物語を語っていますか？

みなさんは他の人が物語を語る
サポートをしていますか？

物語を語るということ



なぜ外国にルーツがある人への
支援が必要なのか

物語を語るということ



なぜ民生・児童委員活動を
続けるのか

物語を語るということ
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活動の盛り上がり
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地域福祉（活動）計画の必要性
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活動の盛り上がり


